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２０１２年１２月５日 
 
 

世界初注 1！紫外線を約９９％注 2カットしながら不快なジリジリ感も抑える 

      自動車ドア用強化ガラス              を販売開始 

 

 
 

ＡＧＣ（旭硝子株式会社・本社：東京、社長：石村和彦）は、２０１２年１２月より、世界で

初めて、紫外線を約９９％カットしながら、日射しの暑さやジリジリ感の原因となる赤外線を 

カットする新しい自動車ドア用強化ガラス“ＵＶベール Premium Cool on”の販売を開始しまし

た。同製品は、１２月５日に発売されたトヨタ自動車株式会社のヴィッツの特別仕様車注 3 に 

「ＩＲカット機能付スーパーＵＶカットガラス」として採用されました。 

 

ＡＧＣは、女性ドライバーにとっての窓周りの最大の悩みである日焼けやしみの原因となる 

「紫外線」注 4を約９９％カットする“ＵＶベール Premium ®”を２０１０年１２月に発売注 5し、 

採用車種は、現在１５車種に広がっています。 

紫外線カットに加え、「車内が暑い」「運転中に腕がジリジリする」注 4 といった「赤外線」を 

原因とする不快感も解消するため、当社は“ＵＶベール Premium ®”の赤外線カット性能を 

高めた“ＵＶベール Premium Cool on”を今般新たに開発しました。 

ユーザーの声に応えたこの高機能ガラスは、快適なドライブ環境を実現するとともに、暑さを

和らげ、弱めのエアコン設定を可能にすることで環境負荷低減にも貢献します。 

 
 

【“ＵＶベール Premium Cool on”を用いた赤外線照射テスト結果】 
 
 条件：太陽光を模したメタルハライドランプ２．４ｋＷを３分間照射 

 
 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の自動車ドア用強化ガラス 

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

実験シーン 

従来比、マイナス２度※、ジリジリしない。

肌表面温度３９．４度。 
※結果はテスト条件により異なる。 

肌表面温度４１．４度、ジリジリする。



 

2 
 

“ＵＶベール Premium Cool on”は、当社グループのガラス材料技術、コーティング技術、 

化学技術の融合により生まれた製品です。紫外線と赤外線を同時にカットし、ドアガラスの昇降

でもキズの付かない新材料開発に加え、同材料の高品質コーティング技術により製品化に成功し

ました。 

 

ＡＧＣは、今後もグループの技術力を結集してガラスの可能性を追求し、環境負荷の低減と、

快適な生活・空間の実現に貢献していきます。  

以 上 

注1 2012 年 12 月現在、当社調べ。 

注2 当社測定値。ISO9050 基準。 

注3 ヴィッツ特別仕様車Ｆ“Ｃｉｅｌ
シ エ ル

”、Ｆ“ＳＭＡＲＴ ＳＴＯＰパッケージ・Ｃｉｅｌ” 

注4 20 代～60 代の女性を対象とした当社独自の調査結果による。 

注5 世界で初めて、当社は紫外線を約 99％カットする自動車ドア用強化ガラスを発売。 

 

 
◎本件に関するお問い合わせ先：  旭硝子㈱広報・ＩＲ室長 上田 敏裕 

（担当：杉山 TEL： 03-3218-5603、E-mail： info-pr@agc.com） 

 

 

＜ご参考＞ 

 

【ガラスの構造（イメージ図）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ＵＶベール Premium Cool on”に関する詳しい情報は、以下サイトをご参照ください。 

http://www.agc.com/products/uv_premium_cool_on/index.html 
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